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プログラム名
（40字以内）

団体名/所属

活動区分 フィールドワーク体験活動 希望する選考方法 自動抽選（事務局で公平に抽選して決定します）

募集人数 7人 選考対象 大学院学生を含む

活動方法

参加者に求めるもの

活動期間 2026/8/5(水)～8/9(日) 主な活動予定場所 岩手県大槌町

プログラム実施の目的

具体的な内容(800字程度)

【総額】参加するための
費用

【内訳】参加するための費用
(宿泊費)

【内訳】参加するための
費用(交通費)

【内訳】参加するための
費用(その他)

奨励金額(予定) 25,000円

備考

活動に関する関係資料の
ダウンロードサイト

応募団体を紹介するウェブサイト
等(団体で応募の場合)

この企画に対する担当者
(応募団体)の参加の有無

特になし

http://www.oraga-otsuchi.jp/

参加する

■プログラム費：37,000円
（内訳）
・吉祥寺：5,000円
・吉里吉里国：3,000円
・おおつちのあそび：4,000円
・コーディネート費：25,000円
※すべて調整中の案件なので、訪問できない場合は減額の可能性もあります

■食費（現地にて実費）：約16,000円
※食事は自炊、または地元の方との懇親会等を想定しています。

A58

自分の生き方、在り方、未来を見つめる旅（東日本大震災の事例と復興を通して）

一般社団法人おらが大槌夢広場

現地活動のみ

特になし

”被災地”と言われる場で暮らし続けることを選んだ町民、新しく暮らし始めた移住者の若者などとの交流を通じて、今後の自らの生
き方を考えるきっかけを提供する。

東日本大震災の出来事を『自分ごと』として捉える。当時中学生だった若者や、ご遺族、避難所となったお寺のご住職等との対話を
通して、あの日の出来事をリアルに捉える時間を持つ。その後、大槌に新しく移住した若者やここで生き続けると決めた町民との対
話等を通して、これまで接点を持つことがなかった人々を知り、自らが求める生き方や”幸せ”について考える時間を持つ。また、純
粋に海で遊び、自分の心が”やりたい”と思ったことをする時間を持つ。

＜予定＞
8/5 (水）町内フィールドワーク、懇親会
8/6(木)　震災疑似体験ワークショップ
8/7(金)　鎮魂の森見学、決断のワークショップ、吉里吉里国訪問
8/8(土)　NPO法人おおつちのあそび訪問、ナイトサファリ（鳥獣害被害の実態を体感する）
8/9(日)　リフレクション

95,000円

約12,000円（概算）
宿泊先：東京大学大気海洋研究所 大槌センター

30,000円（東京ー大槌　往復。新幹線利用の場合。夜行バス等利用の場合は、多少安くなる）

http://www.oraga-otsuchi.jp/

